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研究チームは 7歳から14 歳の成体のアカゲザル30 頭
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2）　国際超電導エレクトロニクス会議 2009（ISEC2009）HF-01（Urano et al.）
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トピックス5　2次元分光と波長分散光ファイバを応用した高速イメー ジング
　カリフォルニア大学ロサンゼルス校の K. Goda らの
研究グル プーは、2 次元分光パタ ンーと光ファイバの波
長分散を用いた高速イメージング手法を開発したと発
表した 1）。このイメージング手法では、フレームレ トー
6.1×106 fps 注）（6.1MHz）、すなわち 163 ナノ秒間隔、
シャッタ スーピ ドー440 ピコ秒で映像を記録できる。現
在、最高速の CCD カメラではフレームレ トー1.0×106 
fps（1.0 MHz）であり、この 6 倍の速さのフレームレー
トを実現している。
　開発された手法（図表）では、中心波長 1,590nm、






























 ものづくり分野	 TOPICS	 Manufacturing
参　考
1）　K. Goda, K. K. Tsia, and B. Jalali, Serial time-encoded amplified imaging for real-time observation of fast dynamic 
phenomena, Nature, Vol. 58, April 2009, 1145-1148
2）　S. Xiao and A. M. Weiner, 2-D wavelength demultiplexer with potential for ≧ 1000 channels in the C-band, Optics 
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その成果の 1 つとして、2008 年 8 月
に、研究報告書第 15 巻「2020 年の
バーデン・ヴュルテンベルクにお






2009 年 6 月に公表された研究報告
























































































































































































































































































































































































































































 㩿㪘㪀㩷 㩿㪙㪀㩷㩿㪚㪀㩷 㩿㪛㪀㩷
ドイツの地域予測シナリオ






































































































ICT 技術が 2020 年までに開発され
るが、予測されていたような社会
の変化の多くはまだ起こらず、
































































































（1） （2） （3） （4） （5）
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図表 4　各ディスクリプタと可能な進展方向、およびその可能性（単位：％）
ディスクリプタ 進展方向 シナリオ
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れている。それぞれのディスクリ



















































クリプタが 2 つ、3 種類の進展方
向を持つディスクリプタが 7 つ、2
種類の進展方向を持つディスクリ
プタが 11 あるので、5 段階評価で埋
めるべき「ます目」は合計で 1,231（＝





































































































































































 ディスクリプタ #ｘ ディスクリプタ #y #z 
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て図表 7 で表すと、シナリオ B と
シナリオ D は対極的な位置に来る。
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9）　BMBF,“Bundesbericht Forschung 2006”
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面積：約 35,751 km2 （10％、第 3位）
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候 と 雪 氷 圏 の 研 究 計 画（CliC）、
IGBP の国際全球大気科学の研究計
画（IGAC）、および関連する北ユー



























備し、この先 10 ～ 15 年の国際協
力の方向付けをすることである。









　2007 年 3 月から 2009 年 3 月ま
でが第 4 回目の国際極年（IPY）と
して位置づけられたが、1 年延長





IPY Legacy という形で IPY 以降
の極域研究の体制構築にも努力が
注 が れ て い る。 上 記 SAON は、
IPY Legacy の一環として形成され
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4  日本における北極域研究体制の現状
　日本の北極域の科学的研究は、








































































































































































































図表 3　国内各研究機関等の比較表 a）ᯏ㑐 ࿾⃿ⅣႺ⎇ⓥಽ㊁ ⎇ⓥ⠪ᢙ D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北極域環境の研究体制における日本の課題

























































































































































































ラン」（2005 ～ 2009 年）にも関係
した計画が無い。また、第 3 期科




























JAMSTEC と JAXA に配算される
形で実施されている。この委託研究
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科学技術動向研究センターのご紹介
　2001 年 1 月より内閣府総合科学技術会議が設置され、従来以上に戦略性を重視する政
策立案が検討されています。科学技術政策研究所では、戦略策定に不可欠な重要科学技術




















































います。2005 年には 2 年間にわたっ
た「科学技術の中長期的発展に係る
俯瞰的予測調査」を報告しました。
科学技術動向研究センターとは
